
期　日 平成 23 年 11 月 11 日（金）

会　場 ◇仙台市青年文化センター（全体会・全体研究協議、高等学校部会、生涯学習部会）
 ◇宮城学院女子大学附属幼稚園（幼稚園・保育所部会）　◇仙台市立高砂小学校（小学校部会）
 ◇仙台市立愛子小学校（小学校部会）　◇仙台市科学館（中学校部会）

主　催 視聴覚教育総合全国大会連絡協議会
 　日本学校視聴覚教育連盟　全国高等学校メディア教育研究協議会　全国視聴覚教育連盟
 　（財）日本視聴覚教育協会／公益財団法人パナソニック教育財団
 東北地方放送教育研究協議会　全国放送教育研究会連盟　
 学校視聴覚教育研究会東北連盟　宮城県学校視聴覚教育協議会

後　援 文部科学省　厚生労働省　日本視聴覚教具連合会　（財）日本放送教育協会
 　青森県教育委員会　岩手県教育委員会　秋田県教育委員会　山形県教育委員会
 　福島県教育委員会　宮城県教育委員会　仙台市教育委員会
 　宮城県小学校長会　宮城県中学校長会　宮城県高等学校長協会　仙台市小学校長会　仙台市中学校長会
 　宮城県私立幼稚園連合会　宮城県国公立幼稚園協議会

共　催 宮城県連合小学校教育研究会視聴覚教育部会　宮城県連合中学校教育研究会視聴覚教育部会  
 宮城県高等学校メディア教育研究会
 仙台市小学校教育研究会視聴覚教育部会　仙台市中学校教育研究会視聴覚教育部会

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

大会のテーマ
　　『ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション』
　　　　　̶豊かな学びを創るデジタル時代のメディア教育̶

大会へのおさそい

視聴覚教育総合全国大会連絡協議会　　副会長　丸山　昌哉
東北地方放送教育研究協議会　　会　長　藤井嘉津雄

　３月11日に発生した東日本大震災では、津波と火災、福島原子力発電所の事故等により、多くの被災者が出ました。
今、被災された方々はもちろん、国内・国外の多くの人々が心を一つにして復興に向けて進んでいます。
　1 日も早い復興が望まれる中、今年度の合同大会を、地震の被災地である仙台市に於いて開催いたします。今回の
大会の実施に向け、仙台市の関係者は「子どもが元気に学習する姿をぜひ見ていただきたい。子どもの元気な姿こ
そが復興だ。」と開催に向けての熱い思いを語っています。多くの課題が山積する中、関係各位のヒューマンコミュ
ニケーションがあったからこそ本大会が実現できるのだと確信しております。
　さて、政府の情報通信技術に関する施策の教育分野に関するものとして、21 世紀にふさわしい学びと学校の創造
を目指し、「教育の情報化ビジョン」が公表されました。そこでは、教育の質の向上を図るために、教育の情報化が
果たす役割としての具体策が示されています。今回の大会では、これらの具現化を目指し、放送番組・ＩＣＴ機器、
特に電子黒板を活用した授業が公開されます。さらには校務の情報化についても成果と課題の実践発表等も行われ
ます。加えて、心の育成の大切さについての授業も公開されます。
　各研究会が積み重ねてきた成果をさらに深め、今後のさらなる発展を期待することができれば幸いです。皆様の
ご参加と激励とを心よりお願い申し上げます。

◆日　程

◆部会別研究会

◆ＩＣＴ機器展示（9：00～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・交流ホール

◇ＮＨＫプレゼンテーション（13：20～13：30）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◆全体会（13：30～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◎幼稚園部会　　会場 : 宮城学院女子大学附属幼稚園（青葉区桜ヶ丘 9-1-1）

●公開保育（9：30～11：00）

FAX 参加申込票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年　　月　　日

申込先　FAX　022－258－1520　宮城大会事務局（仙台市立高砂小学校内）　武田　宛

●実践発表（11：15～12：00）
　発表者：宮城学院女子大学附属幼稚園　　　　教諭　佐々木　和

◎中学校部会　　会場 : 仙台市科学館（青葉区台原森林公園 4-1）

●公開授業（9：30～10：20）

◎高等学校部会　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

●講　　演（9：30～10：00）
　NＨＫ制作局　青少年・教育番組部　チーフディレクター　工藤　俊二
●実践発表（10：00～12：00）
　発表者：長崎市立長崎商業高等学校　　　講師　山田　文孝
　　　　　青森県立黒石商業高等学校　　　教諭　乗田　仁志
　　　　　宮城県黒川高等学校　　　　　　教諭　佐々木安志 

◎生涯学習部会（全視連）　 会場 : 仙台市青年文化センター・研修室２（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

◎総合閉会式（15：40～15：50）

◎総合開会式（13：30～14：00）

●実践発表（9：30～12：00）
 第 1分科会「社会教育におけるデジタル化への展望」
  報告内容：青森県総合社会教育センター実証研究報告（発表者：同センター・沼澤豊起）
   埼玉県春日部市視聴覚センター活用状況報告（発表者：栃木県総合教育センター・早乙女陽一）
 第２分科会「地域力を育むメディアボランティア活動」
  発表者： 山形県上山昔ばなし切り絵の会　　　　遠藤　文子
   宮城県大河原町自作教材制作グループ　及川　義行

・主催者あいさつ
　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会会長　　井上　孝美
　宮城大会実行委員長　　　　　　　　　　　菊地　秀敏
　ＮＨＫ仙台放送局長　　　　　　　　　　　菅　　俊秀
・来賓祝辞、紹介
　文部科学大臣
　宮城県教育長　　　　　　　　　　　　　　小林　伸一
　仙台市教育長　　　　　　　　　　　　　　青沼　一民
・各団体功労者表彰（学視連、全高メディア協、全視連、東北放協）

・閉会宣言
　宮城大会副実行委員長 河鰭　敏文
・次期開催地区あいさつ 山形県メディア教育研究会会長／視聴覚教育総合全国大会連絡協議会副会長

◎全体研究協議（14：00～15：40）
◇パネルディスカッション
　「新デジタル時代の放送･メディア教育の展望」
　講師　東北学院大学 ……………准教授　稲垣　　忠
　　　　茨城大学教育学部（附属教育実践総合センター長）
　　　　 ……………………………教　授　村野井　均
　　　　山形県寒河江市立高松小学校 ……教　諭　石澤　紀雄
　　　　宮城県多賀城市立多賀城小学校……教　諭　馬場　早苗
　　　　宮城県蔵王町立円田中学校 ……教　諭　遠藤　啓文
　　　　宮城県黒川高等学校 ……教　諭　佐々木安志

（（財）日本視聴覚教育協会、日本視聴覚教具連合会）　16：00～抽選会

●実践発表（10：40～11：40）
　発表者：山形県鶴岡市立鶴岡第五中学校　教諭　佐藤　益広
　　　　　宮城県蔵王町立円田中学校　　　教諭　遠藤　啓文

●実践発表（10：35～11：55）　会場 : 高砂小学校　多目的ホール
　発表者：宮城県仙台市立高砂小学校　　　教諭　石井　妙子
　　　　　宮城県栗原市立岩ヶ崎小学校　　教諭　遠藤麻由美
　　　　　東京都立町田の丘学園　　　　　教諭　服部　千草
　　　　　東京都台東区立東泉小学校　　　校長　古谷　尚律

◎小学校部会　　会場：高砂小学校（宮城野区福田町1-11-1）、愛子小学校（青葉区上愛子字新宮前1）

●公開授業（9：35～10：20）

前日（11月 10 日）には、各団体の理事会並びにレセプションがあります。
　・学視連（ホテル白萩 16：00～）
　・全視連（ホテル白萩 13：30～被災 AVL 報告、16：00～理事会・総会）
　・東北放協／東北ブロックメディア研（ホテル白萩 15：00～）
　・レセプション（ホテル白萩 18：30～　会費 3,000 円）

前日
予定

あやし

集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！
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9：00 10：20 10：35 12：00 13：30 14：00 15：40 15：509：30（小9：35）

 学　年 学　級 保 育 者 　　　　　　　　　　　単　　元　　等

 年少 うさぎ 齋藤　彰子 自分なりにイメージをふくらませ言葉や動きで表現して遊ぶ
 （3 歳児） ひよこ 佐川　知穂 感じたことや思ったことを自分なりに表現して遊ぶ

 年中 すみれ 庄子いづみ 気づいたことや考えたことを友達と伝え合いながら楽しく遊ぶ
 （4 歳児） たんぽぽ 福田　花絵 友達と思いやイメージを伝え合いながら楽しく遊ぶ

 年長 ばら 郷家慎之介 友達と共通の目的をもちイメージを広げて遊ぶ楽しさを味わう
 （5 歳児） ゆり 佐々木　和 友達とかかわりあいながらイメージを広げ表現する楽しさを味わう

 学　校 学年 授業者 教　科 　　単　元　等 　　　　　　備　　考

柳生中学校 ２年 佐藤　陽 技　　術 ディジタル化の方法 「10min. ボックス 情報・メディア」＋ＩＣＴ

袋原中学校 ２年 白井正晃 学級活動 やる気のある言葉 「ああ言い違いすれ違い」＋ＩＣＴ

 学年 授業者 教　科 　　　　　　単　　元　　等 　　　　　　備　　考
 なかよし 菅井 康久 他 生活単元 学習発表会の練習をしよう 放送＋ＩＣＴ
 1 年 佐藤由美子 学級活動 すききらいしないで食べよう 「できた　できた　できた」＋ＩＣＴ
 2 年 鈴木　由香 算　　数 三角形と四角形 ＩＣＴ
 3 年 古舘　　幸 国　　語 もうどう犬の訓練 ＩＣＴ
 4 年 前田　祐子 国　　語 「ことわざブック」を作ろう 「ひょうたんからコトバ」＋ＩＣＴ
 5 年 相澤　麻紀 総合的な学習の時間 かんきょう探検隊 「伝える極意」＋ＩＣＴ
 6 年 渡邉　　彩 外国語活動 What time do you get up? 「プレキソ英語」＋ＩＣＴ
 1 年 長谷部祐子 算　　数 ひき算 電子黒板
 2 年 長谷川壮太 生　　活 わたしのまち大すき 電子黒板
 3 年 村上由里子 社　　会 工場の仕事 電子黒板
 3 年 舩山　和栄 理　　科 あかりをつけよう 電子黒板
 5 年 三浦　弘幸 社　　会 私たちの生活と工業生産 電子黒板
 6 年 石井　里枝 社　　会 明治の国づくりを進めた人々 電子黒板＋「見える歴史」

申し込み方法

会場案内図

下記 FAX申込票を送信してください。( 本二次案内・詳細な会場地図は下記サイトを参照。)
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.javea.or.jp/soutai/
◆参加費（資料代）　2,000 円（振込金額は、下記参加申込票の合計金額）

（申し込み上の留意点）
　・申し込みは、必ずお一人ずつ Fax 申込み票の送信をお願いいたします。
　・参加申し込みの受付は、参加費（資料代）振込みの確認により完了します。
　・10 月 14 日（金）までに、申し込みと参加費の振込みをお願いいたします。
　　（誠に恐れ入りますが、振り込み手数料は、申し込み者ご負担でお願いいたします。）
　・申し込み後、変更が生じた場合は、FAXで下記の宮城大会事務局へご連絡ください。
（参加上の留意点）
　・宿泊先の紹介はしておりません。ご自身でお願いいたします。
　・会場の近隣には、昼食提供場所がほとんどありません。お弁当の注文を承ります。（お茶付で 900 円）
　・高砂小学校以外の会場は、公共交通機関をご利用ください。（高砂小学校は、校庭を駐車場とします。）
　・午前中の各会場のうち幼稚園、高砂小、愛子小の３会場から午後の全体会会場の青年文化センターまでの移動
をスムーズに行うためにシャトルバスを有料で用意します。（シャトルバス利用代金 100 円）

　◆（問合せ先）宮城大会事務局　　仙台市立高砂小学校内　担当　武田早苗
　　　　　　　　〒983－0023　仙台市宮城野区福田町１－11－１
　　　　　　　　TEL　022－258－1088　FAX　022－258－1520

◇参加費の振込先 杜の都信用金庫　福田町支店　普通預金
 口座番号　３０７６５０５
 口座名義　宮学視協　大会事務局　代表　菊地秀敏
 　　　　　　　（みやがくしきょう　たいかいじむきょく　だいひょう　きくちひでとし）

申込者氏名

※10 月 14 日（金）必着　（複数参加の場合はコピーして利用下さい。）

参加費（2,000 円） お弁当（900 円） シャトルバス利用（100 円） 合　　計

2,000 円 円 円 円

所属名･学校名

所属･学校

所在住所

都･道・府･県

参加部会 □幼稚園部会　□高砂小学校　□愛子小学校　□中学校部会　□高等学校部会　□生涯学習

所属･学校 TEL

所属･学校 FAX
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※会場の詳細は、上記Webでお確かめください。
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第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

大会のテーマ
　　『ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション』
　　　　　̶豊かな学びを創るデジタル時代のメディア教育̶

大会へのおさそい

視聴覚教育総合全国大会連絡協議会　　副会長　丸山　昌哉
東北地方放送教育研究協議会　　会　長　藤井嘉津雄

　３月11日に発生した東日本大震災では、津波と火災、福島原子力発電所の事故等により、多くの被災者が出ました。
今、被災された方々はもちろん、国内・国外の多くの人々が心を一つにして復興に向けて進んでいます。
　1 日も早い復興が望まれる中、今年度の合同大会を、地震の被災地である仙台市に於いて開催いたします。今回の
大会の実施に向け、仙台市の関係者は「子どもが元気に学習する姿をぜひ見ていただきたい。子どもの元気な姿こ
そが復興だ。」と開催に向けての熱い思いを語っています。多くの課題が山積する中、関係各位のヒューマンコミュ
ニケーションがあったからこそ本大会が実現できるのだと確信しております。
　さて、政府の情報通信技術に関する施策の教育分野に関するものとして、21 世紀にふさわしい学びと学校の創造
を目指し、「教育の情報化ビジョン」が公表されました。そこでは、教育の質の向上を図るために、教育の情報化が
果たす役割としての具体策が示されています。今回の大会では、これらの具現化を目指し、放送番組・ＩＣＴ機器、
特に電子黒板を活用した授業が公開されます。さらには校務の情報化についても成果と課題の実践発表等も行われ
ます。加えて、心の育成の大切さについての授業も公開されます。
　各研究会が積み重ねてきた成果をさらに深め、今後のさらなる発展を期待することができれば幸いです。皆様の
ご参加と激励とを心よりお願い申し上げます。

◆日　程

◆部会別研究会

◆ＩＣＴ機器展示（9：00～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・交流ホール

◇ＮＨＫプレゼンテーション（13：20～13：30）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◆全体会（13：30～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◎幼稚園部会　　会場 : 宮城学院女子大学附属幼稚園（青葉区桜ヶ丘 9-1-1）

●公開保育（9：30～11：00）

FAX 参加申込票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年　　月　　日

申込先　FAX　022－258－1520　宮城大会事務局（仙台市立高砂小学校内）　武田　宛

●実践発表（11：15～12：00）
　発表者：宮城学院女子大学附属幼稚園　　　　教諭　佐々木　和

◎中学校部会　　会場 : 仙台市科学館（青葉区台原森林公園 4-1）

●公開授業（9：30～10：20）

◎高等学校部会　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

●講　　演（9：30～10：00）
　NＨＫ制作局　青少年・教育番組部　チーフディレクター　工藤　俊二
●実践発表（10：00～12：00）
　発表者：長崎市立長崎商業高等学校　　　講師　山田　文孝
　　　　　青森県立黒石商業高等学校　　　教諭　乗田　仁志
　　　　　宮城県黒川高等学校　　　　　　教諭　佐々木安志 

◎生涯学習部会（全視連）　 会場 : 仙台市青年文化センター・研修室２（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

◎総合閉会式（15：40～15：50）

◎総合開会式（13：30～14：00）

●実践発表（9：30～12：00）
 第 1分科会「社会教育におけるデジタル化への展望」
  報告内容：青森県総合社会教育センター実証研究報告（発表者：同センター・沼澤豊起）
   埼玉県春日部市視聴覚センター活用状況報告（発表者：栃木県総合教育センター・早乙女陽一）
 第２分科会「地域力を育むメディアボランティア活動」
  発表者： 山形県上山昔ばなし切り絵の会　　　　遠藤　文子
   宮城県大河原町自作教材制作グループ　及川　義行

・主催者あいさつ
　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会会長　　井上　孝美
　宮城大会実行委員長　　　　　　　　　　　菊地　秀敏
　ＮＨＫ仙台放送局長　　　　　　　　　　　菅　　俊秀
・来賓祝辞、紹介
　文部科学大臣
　宮城県教育長　　　　　　　　　　　　　　小林　伸一
　仙台市教育長　　　　　　　　　　　　　　青沼　一民
・各団体功労者表彰（学視連、全高メディア協、全視連、東北放協）

・閉会宣言
　宮城大会副実行委員長 河鰭　敏文
・次期開催地区あいさつ 山形県メディア教育研究会会長／視聴覚教育総合全国大会連絡協議会副会長

◎全体研究協議（14：00～15：40）
◇パネルディスカッション
　「新デジタル時代の放送･メディア教育の展望」
　講師　東北学院大学 ……………准教授　稲垣　　忠
　　　　茨城大学教育学部（附属教育実践総合センター長）
　　　　 ……………………………教　授　村野井　均
　　　　山形県寒河江市立高松小学校 ……教　諭　石澤　紀雄
　　　　宮城県多賀城市立多賀城小学校……教　諭　馬場　早苗
　　　　宮城県蔵王町立円田中学校 ……教　諭　遠藤　啓文
　　　　宮城県黒川高等学校 ……教　諭　佐々木安志

（（財）日本視聴覚教育協会、日本視聴覚教具連合会）　16：00～抽選会

●実践発表（10：40～11：40）
　発表者：山形県鶴岡市立鶴岡第五中学校　教諭　佐藤　益広
　　　　　宮城県蔵王町立円田中学校　　　教諭　遠藤　啓文

●実践発表（10：35～11：55）　会場 : 高砂小学校　多目的ホール
　発表者：宮城県仙台市立高砂小学校　　　教諭　石井　妙子
　　　　　宮城県栗原市立岩ヶ崎小学校　　教諭　遠藤麻由美
　　　　　東京都立町田の丘学園　　　　　教諭　服部　千草
　　　　　東京都台東区立東泉小学校　　　校長　古谷　尚律

◎小学校部会　　会場：高砂小学校（宮城野区福田町1-11-1）、愛子小学校（青葉区上愛子字新宮前1）

●公開授業（9：35～10：20）

前日（11月 10 日）には、各団体の理事会並びにレセプションがあります。
　・学視連（ホテル白萩 16：00～）
　・全視連（ホテル白萩 13：30～被災 AVL 報告、16：00～理事会・総会）
　・東北放協／東北ブロックメディア研（ホテル白萩 15：00～）
　・レセプション（ホテル白萩 18：30～　会費 3,000 円）

前日
予定

あやし

集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！
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9：00 10：20 10：35 12：00 13：30 14：00 15：40 15：509：30（小9：35）

 学　年 学　級 保 育 者 　　　　　　　　　　　単　　元　　等

 年少 うさぎ 齋藤　彰子 自分なりにイメージをふくらませ言葉や動きで表現して遊ぶ
 （3 歳児） ひよこ 佐川　知穂 感じたことや思ったことを自分なりに表現して遊ぶ

 年中 すみれ 庄子いづみ 気づいたことや考えたことを友達と伝え合いながら楽しく遊ぶ
 （4 歳児） たんぽぽ 福田　花絵 友達と思いやイメージを伝え合いながら楽しく遊ぶ

 年長 ばら 郷家慎之介 友達と共通の目的をもちイメージを広げて遊ぶ楽しさを味わう
 （5 歳児） ゆり 佐々木　和 友達とかかわりあいながらイメージを広げ表現する楽しさを味わう

 学　校 学年 授業者 教　科 　　単　元　等 　　　　　　備　　考

柳生中学校 ２年 佐藤　陽 技　　術 ディジタル化の方法 「10min. ボックス 情報・メディア」＋ＩＣＴ

袋原中学校 ２年 白井正晃 学級活動 やる気のある言葉 「ああ言い違いすれ違い」＋ＩＣＴ

 学年 授業者 教　科 　　　　　　単　　元　　等 　　　　　　備　　考
 なかよし 菅井 康久 他 生活単元 学習発表会の練習をしよう 放送＋ＩＣＴ
 1 年 佐藤由美子 学級活動 すききらいしないで食べよう 「できた　できた　できた」＋ＩＣＴ
 2 年 鈴木　由香 算　　数 三角形と四角形 ＩＣＴ
 3 年 古舘　　幸 国　　語 もうどう犬の訓練 ＩＣＴ
 4 年 前田　祐子 国　　語 「ことわざブック」を作ろう 「ひょうたんからコトバ」＋ＩＣＴ
 5 年 相澤　麻紀 総合的な学習の時間 かんきょう探検隊 「伝える極意」＋ＩＣＴ
 6 年 渡邉　　彩 外国語活動 What time do you get up? 「プレキソ英語」＋ＩＣＴ
 1 年 長谷部祐子 算　　数 ひき算 電子黒板
 2 年 長谷川壮太 生　　活 わたしのまち大すき 電子黒板
 3 年 村上由里子 社　　会 工場の仕事 電子黒板
 3 年 舩山　和栄 理　　科 あかりをつけよう 電子黒板
 5 年 三浦　弘幸 社　　会 私たちの生活と工業生産 電子黒板
 6 年 石井　里枝 社　　会 明治の国づくりを進めた人々 電子黒板＋「見える歴史」

申し込み方法

会場案内図

下記 FAX申込票を送信してください。( 本二次案内・詳細な会場地図は下記サイトを参照。)
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.javea.or.jp/soutai/
◆参加費（資料代）　2,000 円（振込金額は、下記参加申込票の合計金額）

（申し込み上の留意点）
　・申し込みは、必ずお一人ずつ Fax 申込み票の送信をお願いいたします。
　・参加申し込みの受付は、参加費（資料代）振込みの確認により完了します。
　・10 月 14 日（金）までに、申し込みと参加費の振込みをお願いいたします。
　　（誠に恐れ入りますが、振り込み手数料は、申し込み者ご負担でお願いいたします。）
　・申し込み後、変更が生じた場合は、FAXで下記の宮城大会事務局へご連絡ください。
（参加上の留意点）
　・宿泊先の紹介はしておりません。ご自身でお願いいたします。
　・会場の近隣には、昼食提供場所がほとんどありません。お弁当の注文を承ります。（お茶付で 900 円）
　・高砂小学校以外の会場は、公共交通機関をご利用ください。（高砂小学校は、校庭を駐車場とします。）
　・午前中の各会場のうち幼稚園、高砂小、愛子小の３会場から午後の全体会会場の青年文化センターまでの移動
をスムーズに行うためにシャトルバスを有料で用意します。（シャトルバス利用代金 100 円）

　◆（問合せ先）宮城大会事務局　　仙台市立高砂小学校内　担当　武田早苗
　　　　　　　　〒983－0023　仙台市宮城野区福田町１－11－１
　　　　　　　　TEL　022－258－1088　FAX　022－258－1520

◇参加費の振込先 杜の都信用金庫　福田町支店　普通預金
 口座番号　３０７６５０５
 口座名義　宮学視協　大会事務局　代表　菊地秀敏
 　　　　　　　（みやがくしきょう　たいかいじむきょく　だいひょう　きくちひでとし）

申込者氏名

※10 月 14 日（金）必着　（複数参加の場合はコピーして利用下さい。）

参加費（2,000 円） お弁当（900 円） シャトルバス利用（100 円） 合　　計

2,000 円 円 円 円

所属名･学校名

所属･学校

所在住所

都･道・府･県

参加部会 □幼稚園部会　□高砂小学校　□愛子小学校　□中学校部会　□高等学校部会　□生涯学習

所属･学校 TEL

所属･学校 FAX
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※会場の詳細は、上記Webでお確かめください。
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期　日 平成 23 年 11 月 11 日（金）

会　場 ◇仙台市青年文化センター（全体会・全体研究協議、高等学校部会、生涯学習部会）
 ◇宮城学院女子大学附属幼稚園（幼稚園・保育所部会）　◇仙台市立高砂小学校（小学校部会）
 ◇仙台市立愛子小学校（小学校部会）　◇仙台市科学館（中学校部会）

主　催 視聴覚教育総合全国大会連絡協議会
 　日本学校視聴覚教育連盟　全国高等学校メディア教育研究協議会　全国視聴覚教育連盟
 　（財）日本視聴覚教育協会／公益財団法人パナソニック教育財団
 東北地方放送教育研究協議会　全国放送教育研究会連盟　
 学校視聴覚教育研究会東北連盟　宮城県学校視聴覚教育協議会

後　援 文部科学省　厚生労働省　日本視聴覚教具連合会　（財）日本放送教育協会
 　青森県教育委員会　岩手県教育委員会　秋田県教育委員会　山形県教育委員会
 　福島県教育委員会　宮城県教育委員会　仙台市教育委員会
 　宮城県小学校長会　宮城県中学校長会　宮城県高等学校長協会　仙台市小学校長会　仙台市中学校長会
 　宮城県私立幼稚園連合会　宮城県国公立幼稚園協議会

共　催 宮城県連合小学校教育研究会視聴覚教育部会　宮城県連合中学校教育研究会視聴覚教育部会  
 宮城県高等学校メディア教育研究会
 仙台市小学校教育研究会視聴覚教育部会　仙台市中学校教育研究会視聴覚教育部会

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

大会のテーマ
　　『ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション』
　　　　　̶豊かな学びを創るデジタル時代のメディア教育̶

大会へのおさそい

視聴覚教育総合全国大会連絡協議会　　副会長　丸山　昌哉
東北地方放送教育研究協議会　　会　長　藤井嘉津雄

　３月11日に発生した東日本大震災では、津波と火災、福島原子力発電所の事故等により、多くの被災者が出ました。
今、被災された方々はもちろん、国内・国外の多くの人々が心を一つにして復興に向けて進んでいます。
　1 日も早い復興が望まれる中、今年度の合同大会を、地震の被災地である仙台市に於いて開催いたします。今回の
大会の実施に向け、仙台市の関係者は「子どもが元気に学習する姿をぜひ見ていただきたい。子どもの元気な姿こ
そが復興だ。」と開催に向けての熱い思いを語っています。多くの課題が山積する中、関係各位のヒューマンコミュ
ニケーションがあったからこそ本大会が実現できるのだと確信しております。
　さて、政府の情報通信技術に関する施策の教育分野に関するものとして、21 世紀にふさわしい学びと学校の創造
を目指し、「教育の情報化ビジョン」が公表されました。そこでは、教育の質の向上を図るために、教育の情報化が
果たす役割としての具体策が示されています。今回の大会では、これらの具現化を目指し、放送番組・ＩＣＴ機器、
特に電子黒板を活用した授業が公開されます。さらには校務の情報化についても成果と課題の実践発表等も行われ
ます。加えて、心の育成の大切さについての授業も公開されます。
　各研究会が積み重ねてきた成果をさらに深め、今後のさらなる発展を期待することができれば幸いです。皆様の
ご参加と激励とを心よりお願い申し上げます。

◆日　程

◆部会別研究会

◆ＩＣＴ機器展示（9：00～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・交流ホール

◇ＮＨＫプレゼンテーション（13：20～13：30）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◆全体会（13：30～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◎幼稚園部会　　会場 : 宮城学院女子大学附属幼稚園（青葉区桜ヶ丘 9-1-1）

●公開保育（9：30～11：00）

FAX 参加申込票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年　　月　　日

申込先　FAX　022－258－1520　宮城大会事務局（仙台市立高砂小学校内）　武田　宛

●実践発表（11：15～12：00）
　発表者：宮城学院女子大学附属幼稚園　　　　教諭　佐々木　和

◎中学校部会　　会場 : 仙台市科学館（青葉区台原森林公園 4-1）

●公開授業（9：30～10：20）

◎高等学校部会　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

●講　　演（9：30～10：00）
　NＨＫ制作局　青少年・教育番組部　チーフディレクター　工藤　俊二
●実践発表（10：00～12：00）
　発表者：長崎市立長崎商業高等学校　　　講師　山田　文孝
　　　　　青森県立黒石商業高等学校　　　教諭　乗田　仁志
　　　　　宮城県黒川高等学校　　　　　　教諭　佐々木安志 

◎生涯学習部会（全視連）　 会場 : 仙台市青年文化センター・研修室２（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

◎総合閉会式（15：40～15：50）

◎総合開会式（13：30～14：00）

●実践発表（9：30～12：00）
 第 1分科会「社会教育におけるデジタル化への展望」
  報告内容：青森県総合社会教育センター実証研究報告（発表者：同センター・沼澤豊起）
   埼玉県春日部市視聴覚センター活用状況報告（発表者：栃木県総合教育センター・早乙女陽一）
 第２分科会「地域力を育むメディアボランティア活動」
  発表者： 山形県上山昔ばなし切り絵の会　　　　遠藤　文子
   宮城県大河原町自作教材制作グループ　及川　義行

・主催者あいさつ
　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会会長　　井上　孝美
　宮城大会実行委員長　　　　　　　　　　　菊地　秀敏
　ＮＨＫ仙台放送局長　　　　　　　　　　　菅　　俊秀
・来賓祝辞、紹介
　文部科学大臣
　宮城県教育長　　　　　　　　　　　　　　小林　伸一
　仙台市教育長　　　　　　　　　　　　　　青沼　一民
・各団体功労者表彰（学視連、全高メディア協、全視連、東北放協）

・閉会宣言
　宮城大会副実行委員長 河鰭　敏文
・次期開催地区あいさつ 山形県メディア教育研究会会長／視聴覚教育総合全国大会連絡協議会副会長

◎全体研究協議（14：00～15：40）
◇パネルディスカッション
　「新デジタル時代の放送･メディア教育の展望」
　講師　東北学院大学 ……………准教授　稲垣　　忠
　　　　茨城大学教育学部（附属教育実践総合センター長）
　　　　 ……………………………教　授　村野井　均
　　　　山形県寒河江市立高松小学校 ……教　諭　石澤　紀雄
　　　　宮城県多賀城市立多賀城小学校……教　諭　馬場　早苗
　　　　宮城県蔵王町立円田中学校 ……教　諭　遠藤　啓文
　　　　宮城県黒川高等学校 ……教　諭　佐々木安志

（（財）日本視聴覚教育協会、日本視聴覚教具連合会）　16：00～抽選会

●実践発表（10：40～11：40）
　発表者：山形県鶴岡市立鶴岡第五中学校　教諭　佐藤　益広
　　　　　宮城県蔵王町立円田中学校　　　教諭　遠藤　啓文

●実践発表（10：35～11：55）　会場 : 高砂小学校　多目的ホール
　発表者：宮城県仙台市立高砂小学校　　　教諭　石井　妙子
　　　　　宮城県栗原市立岩ヶ崎小学校　　教諭　遠藤麻由美
　　　　　東京都立町田の丘学園　　　　　教諭　服部　千草
　　　　　東京都台東区立東泉小学校　　　校長　古谷　尚律

◎小学校部会　　会場：高砂小学校（宮城野区福田町1-11-1）、愛子小学校（青葉区上愛子字新宮前1）

●公開授業（9：35～10：20）

前日（11月 10 日）には、各団体の理事会並びにレセプションがあります。
　・学視連（ホテル白萩 16：00～）
　・全視連（ホテル白萩 13：30～被災 AVL 報告、16：00～理事会・総会）
　・東北放協／東北ブロックメディア研（ホテル白萩 15：00～）
　・レセプション（ホテル白萩 18：30～　会費 3,000 円）

前日
予定

あやし

集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！

全体会 ( 青年文化センター・シアターホール )部会別研究会 ( 各会場 )

昼食
・

会場
移動

小 学 校

中 学 校

実践発表

実践発表

公開授業
（高砂小、愛子小）

幼 稚 園

視聴覚教材・教具　展示研究会 ( 青年文化センター・交流ホール 9：00～16：00）　　　     　　抽選会16:00～

実践発表公開保育
（宮城学院女子大学附属幼稚園）

公開授業
（科学館）

講演・実践発表
（青年文化センター･シアターホール）

○全体研究協議
　パネルディスカッション

全視連実践発表
（青年文化センター･研修室）

高等学校

生涯学習

受　

付

総
合
閉
会
式

総
合
開
会
式

9：00 10：20 10：35 12：00 13：30 14：00 15：40 15：509：30（小9：35）

 学　年 学　級 保 育 者 　　　　　　　　　　　単　　元　　等

 年少 うさぎ 齋藤　彰子 自分なりにイメージをふくらませ言葉や動きで表現して遊ぶ
 （3 歳児） ひよこ 佐川　知穂 感じたことや思ったことを自分なりに表現して遊ぶ

 年中 すみれ 庄子いづみ 気づいたことや考えたことを友達と伝え合いながら楽しく遊ぶ
 （4 歳児） たんぽぽ 福田　花絵 友達と思いやイメージを伝え合いながら楽しく遊ぶ

 年長 ばら 郷家慎之介 友達と共通の目的をもちイメージを広げて遊ぶ楽しさを味わう
 （5 歳児） ゆり 佐々木　和 友達とかかわりあいながらイメージを広げ表現する楽しさを味わう

 学　校 学年 授業者 教　科 　　単　元　等 　　　　　　備　　考

柳生中学校 ２年 佐藤　陽 技　　術 ディジタル化の方法 「10min. ボックス 情報・メディア」＋ＩＣＴ

袋原中学校 ２年 白井正晃 学級活動 やる気のある言葉 「ああ言い違いすれ違い」＋ＩＣＴ

 学年 授業者 教　科 　　　　　　単　　元　　等 　　　　　　備　　考
 なかよし 菅井 康久 他 生活単元 学習発表会の練習をしよう 放送＋ＩＣＴ
 1 年 佐藤由美子 学級活動 すききらいしないで食べよう 「できた　できた　できた」＋ＩＣＴ
 2 年 鈴木　由香 算　　数 三角形と四角形 ＩＣＴ
 3 年 古舘　　幸 国　　語 もうどう犬の訓練 ＩＣＴ
 4 年 前田　祐子 国　　語 「ことわざブック」を作ろう 「ひょうたんからコトバ」＋ＩＣＴ
 5 年 相澤　麻紀 総合的な学習の時間 かんきょう探検隊 「伝える極意」＋ＩＣＴ
 6 年 渡邉　　彩 外国語活動 What time do you get up? 「プレキソ英語」＋ＩＣＴ
 1 年 長谷部祐子 算　　数 ひき算 電子黒板
 2 年 長谷川壮太 生　　活 わたしのまち大すき 電子黒板
 3 年 村上由里子 社　　会 工場の仕事 電子黒板
 3 年 舩山　和栄 理　　科 あかりをつけよう 電子黒板
 5 年 三浦　弘幸 社　　会 私たちの生活と工業生産 電子黒板
 6 年 石井　里枝 社　　会 明治の国づくりを進めた人々 電子黒板＋「見える歴史」

申し込み方法

会場案内図

下記 FAX申込票を送信してください。( 本二次案内・詳細な会場地図は下記サイトを参照。)
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.javea.or.jp/soutai/
◆参加費（資料代）　2,000 円（振込金額は、下記参加申込票の合計金額）

（申し込み上の留意点）
　・申し込みは、必ずお一人ずつ Fax 申込み票の送信をお願いいたします。
　・参加申し込みの受付は、参加費（資料代）振込みの確認により完了します。
　・10 月 14 日（金）までに、申し込みと参加費の振込みをお願いいたします。
　　（誠に恐れ入りますが、振り込み手数料は、申し込み者ご負担でお願いいたします。）
　・申し込み後、変更が生じた場合は、FAXで下記の宮城大会事務局へご連絡ください。
（参加上の留意点）
　・宿泊先の紹介はしておりません。ご自身でお願いいたします。
　・会場の近隣には、昼食提供場所がほとんどありません。お弁当の注文を承ります。（お茶付で 900 円）
　・高砂小学校以外の会場は、公共交通機関をご利用ください。（高砂小学校は、校庭を駐車場とします。）
　・午前中の各会場のうち幼稚園、高砂小、愛子小の３会場から午後の全体会会場の青年文化センターまでの移動
をスムーズに行うためにシャトルバスを有料で用意します。（シャトルバス利用代金 100 円）

　◆（問合せ先）宮城大会事務局　　仙台市立高砂小学校内　担当　武田早苗
　　　　　　　　〒983－0023　仙台市宮城野区福田町１－11－１
　　　　　　　　TEL　022－258－1088　FAX　022－258－1520

◇参加費の振込先 杜の都信用金庫　福田町支店　普通預金
 口座番号　３０７６５０５
 口座名義　宮学視協　大会事務局　代表　菊地秀敏
 　　　　　　　（みやがくしきょう　たいかいじむきょく　だいひょう　きくちひでとし）

申込者氏名

※10 月 14 日（金）必着　（複数参加の場合はコピーして利用下さい。）

参加費（2,000 円） お弁当（900 円） シャトルバス利用（100 円） 合　　計

2,000 円 円 円 円

所属名･学校名

所属･学校

所在住所

都･道・府･県

参加部会 □幼稚園部会　□高砂小学校　□愛子小学校　□中学校部会　□高等学校部会　□生涯学習

所属･学校 TEL

所属･学校 FAX

あやし

あやし

JR
仙
台
駅

JR 愛子駅

愛子小

科学館

高砂小

宮学附属幼稚園 青年文化センター

JR 仙山線

JR 仙石線

JR 東北本線

JR 福田町駅

地
下
鉄
旭
丘
駅

地
下
鉄
南
北
線

※会場の詳細は、上記Webでお確かめください。

高
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期　日 平成 23 年 11 月 11 日（金）

会　場 ◇仙台市青年文化センター（全体会・全体研究協議、高等学校部会、生涯学習部会）
 ◇宮城学院女子大学附属幼稚園（幼稚園・保育所部会）　◇仙台市立高砂小学校（小学校部会）
 ◇仙台市立愛子小学校（小学校部会）　◇仙台市科学館（中学校部会）

主　催 視聴覚教育総合全国大会連絡協議会
 　日本学校視聴覚教育連盟　全国高等学校メディア教育研究協議会　全国視聴覚教育連盟
 　（財）日本視聴覚教育協会／公益財団法人パナソニック教育財団
 東北地方放送教育研究協議会　全国放送教育研究会連盟　
 学校視聴覚教育研究会東北連盟　宮城県学校視聴覚教育協議会

後　援 文部科学省　厚生労働省　日本視聴覚教具連合会　（財）日本放送教育協会
 　青森県教育委員会　岩手県教育委員会　秋田県教育委員会　山形県教育委員会
 　福島県教育委員会　宮城県教育委員会　仙台市教育委員会
 　宮城県小学校長会　宮城県中学校長会　宮城県高等学校長協会　仙台市小学校長会　仙台市中学校長会
 　宮城県私立幼稚園連合会　宮城県国公立幼稚園協議会

共　催 宮城県連合小学校教育研究会視聴覚教育部会　宮城県連合中学校教育研究会視聴覚教育部会  
 宮城県高等学校メディア教育研究会
 仙台市小学校教育研究会視聴覚教育部会　仙台市中学校教育研究会視聴覚教育部会

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

第 15 回
視聴覚教育総合全国大会

第 53 回
放送教育研究会東北大会

合同大会（宮城大会）二次案内

大会のテーマ
　　『ネットワーク社会におけるメディアとヒューマンコミュニケーション』
　　　　　̶豊かな学びを創るデジタル時代のメディア教育̶

大会へのおさそい

視聴覚教育総合全国大会連絡協議会　　副会長　丸山　昌哉
東北地方放送教育研究協議会　　会　長　藤井嘉津雄

　３月11日に発生した東日本大震災では、津波と火災、福島原子力発電所の事故等により、多くの被災者が出ました。
今、被災された方々はもちろん、国内・国外の多くの人々が心を一つにして復興に向けて進んでいます。
　1 日も早い復興が望まれる中、今年度の合同大会を、地震の被災地である仙台市に於いて開催いたします。今回の
大会の実施に向け、仙台市の関係者は「子どもが元気に学習する姿をぜひ見ていただきたい。子どもの元気な姿こ
そが復興だ。」と開催に向けての熱い思いを語っています。多くの課題が山積する中、関係各位のヒューマンコミュ
ニケーションがあったからこそ本大会が実現できるのだと確信しております。
　さて、政府の情報通信技術に関する施策の教育分野に関するものとして、21 世紀にふさわしい学びと学校の創造
を目指し、「教育の情報化ビジョン」が公表されました。そこでは、教育の質の向上を図るために、教育の情報化が
果たす役割としての具体策が示されています。今回の大会では、これらの具現化を目指し、放送番組・ＩＣＴ機器、
特に電子黒板を活用した授業が公開されます。さらには校務の情報化についても成果と課題の実践発表等も行われ
ます。加えて、心の育成の大切さについての授業も公開されます。
　各研究会が積み重ねてきた成果をさらに深め、今後のさらなる発展を期待することができれば幸いです。皆様の
ご参加と激励とを心よりお願い申し上げます。

◆日　程

◆部会別研究会

◆ＩＣＴ機器展示（9：00～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・交流ホール

◇ＮＨＫプレゼンテーション（13：20～13：30）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◆全体会（13：30～16：00）　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール

◎幼稚園部会　　会場 : 宮城学院女子大学附属幼稚園（青葉区桜ヶ丘 9-1-1）

●公開保育（9：30～11：00）

FAX 参加申込票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年　　月　　日

申込先　FAX　022－258－1520　宮城大会事務局（仙台市立高砂小学校内）　武田　宛

●実践発表（11：15～12：00）
　発表者：宮城学院女子大学附属幼稚園　　　　教諭　佐々木　和

◎中学校部会　　会場 : 仙台市科学館（青葉区台原森林公園 4-1）

●公開授業（9：30～10：20）

◎高等学校部会　会場 : 仙台市青年文化センター・シアターホール（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

●講　　演（9：30～10：00）
　NＨＫ制作局　青少年・教育番組部　チーフディレクター　工藤　俊二
●実践発表（10：00～12：00）
　発表者：長崎市立長崎商業高等学校　　　講師　山田　文孝
　　　　　青森県立黒石商業高等学校　　　教諭　乗田　仁志
　　　　　宮城県黒川高等学校　　　　　　教諭　佐々木安志 

◎生涯学習部会（全視連）　 会場 : 仙台市青年文化センター・研修室２（青葉区旭ヶ丘 3-27-5）

◎総合閉会式（15：40～15：50）

◎総合開会式（13：30～14：00）

●実践発表（9：30～12：00）
 第 1分科会「社会教育におけるデジタル化への展望」
  報告内容：青森県総合社会教育センター実証研究報告（発表者：同センター・沼澤豊起）
   埼玉県春日部市視聴覚センター活用状況報告（発表者：栃木県総合教育センター・早乙女陽一）
 第２分科会「地域力を育むメディアボランティア活動」
  発表者： 山形県上山昔ばなし切り絵の会　　　　遠藤　文子
   宮城県大河原町自作教材制作グループ　及川　義行

・主催者あいさつ
　視聴覚教育総合全国大会連絡協議会会長　　井上　孝美
　宮城大会実行委員長　　　　　　　　　　　菊地　秀敏
　ＮＨＫ仙台放送局長　　　　　　　　　　　菅　　俊秀
・来賓祝辞、紹介
　文部科学大臣
　宮城県教育長　　　　　　　　　　　　　　小林　伸一
　仙台市教育長　　　　　　　　　　　　　　青沼　一民
・各団体功労者表彰（学視連、全高メディア協、全視連、東北放協）

・閉会宣言
　宮城大会副実行委員長 河鰭　敏文
・次期開催地区あいさつ 山形県メディア教育研究会会長／視聴覚教育総合全国大会連絡協議会副会長

◎全体研究協議（14：00～15：40）
◇パネルディスカッション
　「新デジタル時代の放送･メディア教育の展望」
　講師　東北学院大学 ……………准教授　稲垣　　忠
　　　　茨城大学教育学部（附属教育実践総合センター長）
　　　　 ……………………………教　授　村野井　均
　　　　山形県寒河江市立高松小学校 ……教　諭　石澤　紀雄
　　　　宮城県多賀城市立多賀城小学校……教　諭　馬場　早苗
　　　　宮城県蔵王町立円田中学校 ……教　諭　遠藤　啓文
　　　　宮城県黒川高等学校 ……教　諭　佐々木安志

（（財）日本視聴覚教育協会、日本視聴覚教具連合会）　16：00～抽選会

●実践発表（10：40～11：40）
　発表者：山形県鶴岡市立鶴岡第五中学校　教諭　佐藤　益広
　　　　　宮城県蔵王町立円田中学校　　　教諭　遠藤　啓文

●実践発表（10：35～11：55）　会場 : 高砂小学校　多目的ホール
　発表者：宮城県仙台市立高砂小学校　　　教諭　石井　妙子
　　　　　宮城県栗原市立岩ヶ崎小学校　　教諭　遠藤麻由美
　　　　　東京都立町田の丘学園　　　　　教諭　服部　千草
　　　　　東京都台東区立東泉小学校　　　校長　古谷　尚律

◎小学校部会　　会場：高砂小学校（宮城野区福田町1-11-1）、愛子小学校（青葉区上愛子字新宮前1）

●公開授業（9：35～10：20）

前日（11月 10 日）には、各団体の理事会並びにレセプションがあります。
　・学視連（ホテル白萩 16：00～）
　・全視連（ホテル白萩 13：30～被災 AVL 報告、16：00～理事会・総会）
　・東北放協／東北ブロックメディア研（ホテル白萩 15：00～）
　・レセプション（ホテル白萩 18：30～　会費 3,000 円）

前日
予定

あやし

集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！集まろう仙台へ！　東日本の復興を願って！
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9：00 10：20 10：35 12：00 13：30 14：00 15：40 15：509：30（小9：35）

 学　年 学　級 保 育 者 　　　　　　　　　　　単　　元　　等

 年少 うさぎ 齋藤　彰子 自分なりにイメージをふくらませ言葉や動きで表現して遊ぶ
 （3 歳児） ひよこ 佐川　知穂 感じたことや思ったことを自分なりに表現して遊ぶ

 年中 すみれ 庄子いづみ 気づいたことや考えたことを友達と伝え合いながら楽しく遊ぶ
 （4 歳児） たんぽぽ 福田　花絵 友達と思いやイメージを伝え合いながら楽しく遊ぶ

 年長 ばら 郷家慎之介 友達と共通の目的をもちイメージを広げて遊ぶ楽しさを味わう
 （5 歳児） ゆり 佐々木　和 友達とかかわりあいながらイメージを広げ表現する楽しさを味わう

 学　校 学年 授業者 教　科 　　単　元　等 　　　　　　備　　考

柳生中学校 ２年 佐藤　陽 技　　術 ディジタル化の方法 「10min. ボックス 情報・メディア」＋ＩＣＴ

袋原中学校 ２年 白井正晃 学級活動 やる気のある言葉 「ああ言い違いすれ違い」＋ＩＣＴ

 学年 授業者 教　科 　　　　　　単　　元　　等 　　　　　　備　　考
 なかよし 菅井 康久 他 生活単元 学習発表会の練習をしよう 放送＋ＩＣＴ
 1 年 佐藤由美子 学級活動 すききらいしないで食べよう 「できた　できた　できた」＋ＩＣＴ
 2 年 鈴木　由香 算　　数 三角形と四角形 ＩＣＴ
 3 年 古舘　　幸 国　　語 もうどう犬の訓練 ＩＣＴ
 4 年 前田　祐子 国　　語 「ことわざブック」を作ろう 「ひょうたんからコトバ」＋ＩＣＴ
 5 年 相澤　麻紀 総合的な学習の時間 かんきょう探検隊 「伝える極意」＋ＩＣＴ
 6 年 渡邉　　彩 外国語活動 What time do you get up? 「プレキソ英語」＋ＩＣＴ
 1 年 長谷部祐子 算　　数 ひき算 電子黒板
 2 年 長谷川壮太 生　　活 わたしのまち大すき 電子黒板
 3 年 村上由里子 社　　会 工場の仕事 電子黒板
 3 年 舩山　和栄 理　　科 あかりをつけよう 電子黒板
 5 年 三浦　弘幸 社　　会 私たちの生活と工業生産 電子黒板
 6 年 石井　里枝 社　　会 明治の国づくりを進めた人々 電子黒板＋「見える歴史」

申し込み方法

会場案内図

下記 FAX申込票を送信してください。( 本二次案内・詳細な会場地図は下記サイトを参照。)
　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.javea.or.jp/soutai/
◆参加費（資料代）　2,000 円（振込金額は、下記参加申込票の合計金額）

（申し込み上の留意点）
　・申し込みは、必ずお一人ずつ Fax 申込み票の送信をお願いいたします。
　・参加申し込みの受付は、参加費（資料代）振込みの確認により完了します。
　・10 月 14 日（金）までに、申し込みと参加費の振込みをお願いいたします。
　　（誠に恐れ入りますが、振り込み手数料は、申し込み者ご負担でお願いいたします。）
　・申し込み後、変更が生じた場合は、FAXで下記の宮城大会事務局へご連絡ください。
（参加上の留意点）
　・宿泊先の紹介はしておりません。ご自身でお願いいたします。
　・会場の近隣には、昼食提供場所がほとんどありません。お弁当の注文を承ります。（お茶付で 900 円）
　・高砂小学校以外の会場は、公共交通機関をご利用ください。（高砂小学校は、校庭を駐車場とします。）
　・午前中の各会場のうち幼稚園、高砂小、愛子小の３会場から午後の全体会会場の青年文化センターまでの移動
をスムーズに行うためにシャトルバスを有料で用意します。（シャトルバス利用代金 100 円）

　◆（問合せ先）宮城大会事務局　　仙台市立高砂小学校内　担当　武田早苗
　　　　　　　　〒983－0023　仙台市宮城野区福田町１－11－１
　　　　　　　　TEL　022－258－1088　FAX　022－258－1520

◇参加費の振込先 杜の都信用金庫　福田町支店　普通預金
 口座番号　３０７６５０５
 口座名義　宮学視協　大会事務局　代表　菊地秀敏
 　　　　　　　（みやがくしきょう　たいかいじむきょく　だいひょう　きくちひでとし）

申込者氏名

※10 月 14 日（金）必着　（複数参加の場合はコピーして利用下さい。）

参加費（2,000 円） お弁当（900 円） シャトルバス利用（100 円） 合　　計

2,000 円 円 円 円

所属名･学校名

所属･学校

所在住所

都･道・府･県

参加部会 □幼稚園部会　□高砂小学校　□愛子小学校　□中学校部会　□高等学校部会　□生涯学習

所属･学校 TEL

所属･学校 FAX
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宮学附属幼稚園 青年文化センター
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※会場の詳細は、上記Webでお確かめください。
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